
ベネズ ェラ経済の リーディング ･セクターー

ベ
ネ

ズ

エ
ラ
経
済

の
-

1
デ

ィ

ン
グ

･
セ
ク
タ
ー

一

石
油
時
代
以
前
の
経
済
発
展
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大

原

美

範

Ⅲ

タ
バ
コ
と
皮
革
の
時
代

一
四
九
八
年
,

コ
ロ
ン
ブ

ス
は
ベ
ネ
ス

ェ
ラ
海
岸
で
初
め
て
ア
メ
-
カ
大
陸
に
足
を
踏
み
入
れ
た
二

六
世
紀
半
ば
に
は
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
地
域
の
地
理
と
資
源
に
つ
い
て
の
調
査
が
は
ヾ
完
了
し
た
が
'
こ
の
地
域
に
は
'
金
､
銀
な
ど
の
富
は
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
｡

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
床
の
存
在
と
石
油
の
浸
出
に
つ
い
て
は
初
期
の
征
服
者
に
よ
り
記
録
さ
れ
て
い
る
が
'
石
油
に
つ
い
て
は
イ
ン
デ
ィ

オ
が
医
療
目
的
に
使
用
し
た
以
上
に
は
出
る
こ
と
な
く

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
船
坂
の
隙
間
に
詰
め
る
に
利
用
す
る
程
度
で
あ

っ
た
｡

エ
ン
コ
ミ
エ
ン
ダ
制

の
も
と
あ
る
種
の
農
産
物

へ
の
特
化
が
始
ま

っ
た
｡

一
六
世
紀
か
ら
タ
バ
コ
'
小
麦
粉
'
綿
花
'
綿
織
物
'

藍
な
ど
が
生
産
さ
れ
た
｡

一
五
九
九
年
に
は
小
麦
粉
が
最
も
重
要
な
輸
出
商
品
で
あ

っ
た
が
'
一
六

〇
七
年
に
は
タ
バ
コ
が
空

位
､

小
麦
粉
は
第
二
位
に
な

っ
た
U
征
服
後

ス
ペ
イ
ン
人
が
新
大
陸
に
も
た
ら
し
た
牛
は

三

六

〇
年
頃
ま
で
に
-
ヤ
ノ
ス
に
繁
殖
L
t



皮
革
を
と

っ
て
輸
出
し
た
｡

一
七
世
紀
を
通
じ
て
タ
バ
コ
と
皮
革
が
輸
出
の
首
位
を
争
い
'
初
め
は
タ
バ
コ
'
次
い
で
皮
革
'
最
後

に
タ
バ
コ
が
第

1
の
輸
出
商
品
と
な

っ
た
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
産
の
タ
バ
コ
B
ar
in
as
は
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
名
で
あ

っ
た
｡
皮
革

の
輸
出
は

一
六
二
二
年
ま
で
に

一
万
三
五

〇
〇
枚
に
達
し
'

一
六
二

〇
～
八

〇
年
間
に
皮
革
は
輸
出
の
四
分
の
三
を
占
め
'
年
に
よ

phH一1

り
数
千
枚
か
ら
二
万
四

〇
〇
〇
枚
と
変
化
し
た
｡
し
か
し

一
八
世
紀
に
な
る
と
タ
バ
コ
'
皮
革
に
か
わ

っ
て
コ
コ
ア
が
主
要
農
産
物

と
し
て
登
場
し
'
は
ば

1
世
紀
の
間
､
輸
出
商
品
と
し
て
首
位
を
占
め
た
｡

闇

コ
コ
ア
の
時
代

コ
コ
ア
の
木
は
南
米
の
熱
帯
地
域
'

マ
グ
ダ
レ
ナ
川
'
オ
-
ノ
コ
川
'
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
'
ギ
ア
ナ
地
方
に
自
生
し
た
｡
ス
ペ
イ

ン
人
征
服
者
は
イ
ン
デ
ィ
オ
が
飲
料
と
し
て
用
い
た
コ
コ
ア
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
し
'
コ
コ
ア
栽
培
が
新
大
陸
で
開
始
さ
れ
た
｡

一
五
六
八
年
に
最
初
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

つ
-
ら
れ
､

ス
ペ
イ
ン
へ
の
コ
コ
ア
輸
出
が
行
わ
れ
た
｡

コ
コ
ア
栽
培
を
専
門
に
行

う
最
初

の
会
社

C
am
p

ah
ia
G
u
ip
sco
a
が

一
七
二
八
年
に
設
立
さ
れ
'

1
七
三

〇
年
か
ら

一
七
四
八
年
に
か
け
て
四
万
三

〇
〇

FJ2

0
ト
ン
の
コ
コ
ア
を
ス
ペ
イ
ン
に
積
出
し
た
｡
こ
う
し
て
コ
コ
ア
は

一
八
世
紀
の
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
発
展
の
核
と
な

っ
た
｡

同
社
は

一
八
世
紀
半
ば
頃
に
C
aracas
C
aヨ
p
a
n
y
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
貿
易
を
独

占
し
た
｡
同
社
設
立
前
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ

･
コ
コ
ア
は
メ
キ
シ
コ
に
輸
出
さ
れ
'
そ
こ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
船
桓
さ
れ
た
が
'
設
立
後
は

直
接
ス
ペ
イ
ン
に
向
け
て
船
積
し
た
｡
同
社
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
産

コ
コ
ア
の
約
半
分
を
同
社
が
設
定
し
た
価
格
で
販
売
し
'
多
額
の
利

益
を
得
た
｡

一
七
三

〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
送

っ
た
最
初
の
船
団
は
コ
コ
ア
を
六
八

〇
ト
ン
船
積
し
､
会
社
は
こ
の
取
引
か
ら
四
五

〇

FJ13

%
の
利
益
を
あ
げ
た
｡
し
か
し
そ
の
利
益
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
人

へ
で
な
-
'
資
本
家
の
ス
ペ
イ
ン
王
室
と
そ
の
商
人
に
入

っ
た
｡
会
社

は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
税
を
払
わ
な
か

っ
た
｡
こ
の
た
め
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
本
国
人
に
対
す
る
反
感
を
生
じ
'

コ
コ
ア
輸
出

の
増
加

に
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よ
る
経
済
的
繁
栄
に
も
か

～
わ
ら
ず
'
度
々
紛
争
が
お
き
た
｡
こ
の
た
め

一
七
八

一
年
に
ス
ペ
イ
ン
王
は
会
社
の
独
占
を
廃
止
L
t

貿
易
を
自
由
化
し
た
｡

コ
コ
ア
生
産
地
は
オ
-
ノ
コ
川
の
河
口
か
ら
ラ

･
ベ
ラ
の
岬
に
至
る
海
岸
線
か
ら
内
陸
に
向
う
渓
谷
地
帯
に

?

あ
り
,

一
七
九
七
年
に
は
ラ

･
グ

ァ
イ
ラ
港
か
ら
年
間
二
八

〇
〇
ト
ン
を
輸
出
し
た
｡

カ
ラ
カ
ス
会
社
の
本
国
中
心
の
経
営
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
人
の
不
満
を
爆
発
さ
せ
'

一
九
世
紀
初
め
独
立
戦
争
が
始
ま
り
'

=

年
間

続
い
た
｡

コ
コ
ア
生
産
地
で
は
戦
争
の
被
害
が
大
き
く

一
八
三

丁

三
二
年
の
コ
コ
ア
輸
出
は

一
八

一
〇
年
の
水
準
の
六

〇
%
以

下
に
落
ち
た
｡
綿
花
輸
出
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
･
藍
,
皮
革
,
牛
も

一
〇
1
一
五
%
に
減
少
し
た
｡

コ
ー
ヒ
ー
の
み
輸
出
は
四
三

EiJ

%
の
増
加
で
あ

っ
た
｡
そ
の
結
果

コ
コ
ア
は
第

一
の
輸
出
商
品
と
し
て
の
地
位
を
失
い
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
発
展
の
核
と
し
て
の
役

5

割
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
コ
コ
ア
生
産
量
は
そ
の
後
も
増
加
し
二

八
九
八
年
に
は
九
五
七
二
ト
ン
'

一
九

〇

八
年
に
は

一
万
六
三
〇
三
ト

ン
,

一
九
二
五
年
に
は
二
万
三

〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
た
｡
し
か
し

一
九
三

〇
年
以
後
は

一
万
五

〇
〇
〇

山
り

ト

ン
を
前
後
し
て
い

る
｡
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櫛

コ
ー
ヒ
ー
の
時
代

独
立
戦
争
は

コ
I
ヒ
I
を

一
躍
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
-
1
デ
ィ
ン
グ

ム

ク
タ
I
に
押
し
上
げ
た
｡

コ
コ
ア
か
ら

コ
I
ヒ
I
へ
の

転
換
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
し
て
は
相
互
に
関
連
す
る
幾

つ
か
の
要
因
を
あ
げ
え
よ
う
｡

戦
争
が
終
り
,

コ
コ
ア
生
産
者
が
農
業
に
も
ど

っ
た
時
,
彼
等
は
で
き
る
だ
け
早
-
生
産
を
回
復
L
t
収
入
を
得
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
た
｡
し
か
し

コ
コ
ア
生
産
地
帯
で
あ

っ
た
渓
谷
地
方
は
戦
場
と
な
り
'
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
｡
新
た
に
コ
コ
ア
の
樹
を
植

え
れ
ば
成
育
に
六
年
か
か
る
｡
し
か
し

コ
I
ヒ
-
な
ら
三
年
で
実
が
熟
す
る
よ
う
に
な
る
｡加
う
る
に
植
民
地
時
代
の
コ
コ
ア
市
場
'

メ
キ
シ
コ
と

ス
ペ
イ
ン
を
取
り
も
ど
す
こ
と
は
難
し
く
t
か

つ
不
安
定
で
あ

っ
た
｡
あ
た
か
も

ヨ
I
d
ッ
パ
は
新
た
な

コ
-
ヒ
-
坐



産
地
を
求
め
て
い
た
｡
コ
ー
ヒ
ー
価
格
と
コ
コ
ア
価
格
の
関
係
は
変
化
し
t

l
九
世
紀
の
第

一
四
半
期
末
に
は
コ
ー
ヒ
ー
の
市
坂
予

想
の
方
が
コ
コ
ア
よ
り
明
る
-
な
っ
て
い
た
｡
そ
の
結
果
コ
コ
ア
生
産
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
生
産
へ
の
転
換
が
お
こ
り
'
土
地
を
コ
ー
ヒ

ー
生
産
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
渓
谷
の
傾
斜
地
は
コ
コ
ア
生
産
に
は
適
し
な
い
が
､
コ
ー
ヒ
ー
に
は
適
し
'
若
い
樹
と
処
女
地

の
高
い
生
産
性
と
に
よ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
生
産
は
著
し
い
増
加
を
み
せ
た
｡

l
八
二

一
年
に
独
立
戦
争
が
終
了
す
る
と
コ
ー
ヒ
ー
生
産
は
増
加
に
転
じ
'

一
八
二
九
/

二
〇
年
度
に
は
二
八
八
二
ト
ン
に
達
し

た
｡

一
八
二
四
～
四
二
年
間
に
生
産
は
拡
大
を
続
け
'
年
産

一
万
五

一
八
〇
ト
ン
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
｡
こ
の
期
問
に
価
格
も
上

昇
し
'
一
八
三
〇
-
三

一
年
の
ト
ン
当
り
六
二
〇
ボ
-
パ
ル
か
ら

一
八
四

一1

四
二
年
に
は

二

〇
〇
ボ
リ
バ
ル
に
達
し
た
｡
こ
の

,り

時
期
が
コ
ー
ヒ
ー
経
済
の
最
も
活
況
を
呈
し
た
時
代
で
あ
っ
た
｡

一
八
三
九
1

四
〇
年
に
コ
ー
ヒ
ー
生
産
は
少
し
減
少
す
る
が
'
翌
年
に
は
回
復
し
た
｡
価
格
も
少
し
低
下
し
た
｡

l
八
四
二
年
に

な
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
危
機
を
生
じ
､
そ
の
後
は
年
に
よ
る
生
産
の
変
動
が
大
き
く
な
っ
た
｡
価
格
は
回
復
せ
ず
'
不
安
定
な
時
期
が

一

世
紀
以
上
続
い
た
｡
こ
れ
は
コ
ー
ヒ
ー
生
産
が
不
確
実
で
'
変
化
す
る
海
外
市
場
に
依
存
す
る
た
め
で
あ
る
｡
加
う
る
に
政
治
の
不

安
定
が
景
気
の
回
復
を
遅
ら
せ
た
｡
こ
の
よ
う
に
不
安
定
な
時
期
で
は
あ
っ
た
が
'
コ
ー
ヒ
ー
輸
出
は
伸
び
'
海
外
経
済
が
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
を
押
し
上
げ
た
｡

一
九
世
紀
半
ば
に
生
産
'
輸
出
と
も
最
高
水
準
に
達
し
'
コ
ー
ヒ
ー
は
ベ
ネ
ズ
ェ
ラ
経
済
を
主
導
し
た
｡

一
八
七
〇
年
代
の
ベ
ネ
ズ
ェ
ラ
に
お
い
て
コ
-
ヒ
I
は
増
産
を
続
け
'
政
治
は
安
定
し
'経
済
成
長
を
達
成
し
た
｡

一
八
七
二
-

七

三
年
に
輸
出
は
三
万
四
二
七
三
ト
ン
と
以
前
に
達
成
し
た
ピ
ー
ク
の
二
倍
に
近
-
､
単
位
当
り
輸
出
価
格
は

1
ト
ン
当
り

一
二
五
〇

ボ
-
パ
ル
と
な
っ
た
｡

一
八
七
〇
年
代
に
続
い
て

一
八
八
〇
年
代
に
も
コ
-
ヒ
-
経
済
は
繁
栄
し
､
輸
出
は
年
間
三
万
九
〇
〇
〇
ト

ン
か
ら
五
万

一
〇
〇
〇
ト
ン
の
間
に
あ
っ
た
｡
価
格
は
低
下
し
た
が
'
輸
出
額
は
上
昇
を
続
け
た
｡

一
八
九
〇
年
代
は
コ
ー
ヒ
ー
輸

出
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
で
あ

っ
て
'
年
平
均
五
万
ト
ン
以
上
を
維
持
し
た
｡
価
格
は
低
下
し
た
が
輸
出
額
は
高
水
準
に
あ

っ
た
｡
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し
か
し

一
八
九

〇
年
代
末
に
価
格
は
ト
ン
当
り
七
二

〇
ボ
-
パ
ル
に
低
下
し
た
の
で
輸
出
額
は
減
少
し
､
将
来
に
不
安
を
投
げ
か
け

)8た
｡一

九
世
紀
に
他
の
南
米
諸
国
'
特
に
ブ
ラ
ジ

ル
と

コ
ロ
ン
ビ
ア
は

コ
ー
ヒ
ー
生
産
国
と
し
て
次
第
に
そ
の
地
位
を
高
め
つ
,
あ
り
､

一
九

〇
〇
年
ま
で
に
世
界
の
主
要
生
産
国
と
な

っ
た
.
他
方
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は

コ
-
ヒ
-
生
産
適
地
を
使
い
尽
し
'労
働
力
は
不
足
L
t

コ
ス
ト
高
と
な

っ
て
､
生
産
性
は
落
ち
て
き
た
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
コ
-
ヒ
I
輸
出
は
二

〇
世
紀
初
め
に
ま
だ
減
少
は
し
な
か

っ
た
も

の
の
価
格
が
低
下
し
'
も
は
や
そ
の
生
産
を
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
｡

一
九
世
紀
の
第
四
四
半
期
に
コ
ー
ヒ
ー

が
保
持
し
た
支
配
的
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
に
な

っ
た
｡
第

一
次
世
界
大
戦
は
価
格
を
刺
激
L
t輸
出
を
増
加
さ
せ
t

l
九
二
六
年
に
コ
ー
ヒ
ー
輸
出
収
入
は
な
お
大
き
か

っ
た
が
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
に
お
け
る

コ
-
ヒ
I
の
地
位
は
低
下
し
'
石
油
に

首
位
を
譲
ら
ざ
る
を
え
な
-
な

っ
た
｡

一
八
二
五
年
か
ら

一
九
二
六
年
に
か
け
て
コ
ー
ヒ
ー
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
-
1
デ
ィ
ン
グ

GiiiZI9

･
セ
ク
タ
I
で
あ

っ
た
が
'
次

い
.で
石
油
の
時
代
と
な
る
の
で
あ
る
｡
勿
論
こ
の
時
代
に
皮
革
'
綿
花
'
藍
'
タ
バ
コ
の
輸
出
も
少

な
-
は
な
か

っ
た
｡
し
か
し
経
済
の
動
向
を
支
配
L
t
成
長
の
索
引
力
と
な

っ
た
も
の
は

コ
ー
ヒ
ー
生
産
で
あ

っ
た
｡
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二

-
1
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
石
油
産
業

Ⅲ

石
油
の
登
場

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
お
い
て
石
油
の
存
在
は
早
-
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
'
小
規
模
に
利
用
さ
れ
て
は
い
た
が
'
そ
れ
が
経
済
発
展
の
核

に
な
る
ま
で
に
成
長
す
る
の
は
'
石
油
を

エ
ネ
ル
ギ
I
源
に
変
え
る
技
術
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
で
あ

っ
た
｡
植
民
地
時
代
に
ス
ペ
イ

ン
国
王

フ
ィ
-

ッ
プ
二
世
は
新
大
陸
の
鉱
山
を
王
家
の
財
産
と
L
t
そ
の
後
の
国
王
も
こ
の
原
則
を
確
認
し
た
の
で
土
地
所
有
者
の



権
利
は
地
表
面
に
限
ら
れ
'
地
下
埋
蔵
物
に
は
及
ば
な
か

っ
た
｡

一
八
二
九
年
､
シ
モ
ン

･
ボ
-
1
パ
ル
は
ス
ペ
イ
ン
法
の
原
則
を

継
承
し
て
'
す
べ
て
の
鉱
山
は
国
の
財
産
で
あ
る
と
規
定
し
､

一
九
'
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
政
府
は
鉱
物
資
源
に
つ
い

て
国
の
所
有
と
し
た
｡

商
業
的
規
模
で
の
石
油
生
産
が
始
ま
る
の
は
'
カ
ナ
ダ
で

1
八
五
八
年
､
米
国
で

一
八
五
九
年
で
あ

っ
て
'
照
明
'
潤
滑
油
'

エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
石
油
生
産
が
急
激
に
増
加
し
'
石
油
精
製
工
業
が
お
こ
さ
れ
た
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
で
は

一
八
七
二
年
に
サ
ン
･

ク
リ
ス
ト
パ
ル
の
近
-
で
小
規
模
な
会
社
が
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
'
石
油
の
採
掘
を
開
始
し
た
｡
小
さ
な
精
製
所
も

つ
-

ら
れ
'
周
辺
地
域
に
灯
油
と
ガ
ソ
-
ン
を
供
給
し
た
｡

一
九
〇
五
年
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
条
件
を
規
定
す
る
法
律
が
発
布
さ
れ
'

以
後

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
企
業
が
多
数
あ
ら
わ
れ
た
｡
そ
れ
を
外
国
会
社

ロ
イ
ヤ
ル
･
ダ

ッ
チ

･
シ
ェ
ル
が
買
い
取

っ
て
石

油
を
採
掘
し
､

一
九

一
七
年
に
は
輸
出
統
計
に
石
油
が
あ
ら
わ
れ
た
｡

独
裁
者
'
フ
ァ
ン
･
ビ
セ
ン
テ
･
ゴ
メ
ス
大
統
領

(
1
九
〇
八
-
1二
五
年
)
の
も
と
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
経
済
発
展
が
始
ま
る
が
､

政
府
に
と

っ
て
石
油
採
掘
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
重
要
な
利
権
の
対
象
と
な
り
'
相
次
い
で
外
国
会
社
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え

た
｡
そ
の
結
果
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
石
油
生
産
は
急
速
に
増
加
し
た
｡
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石
油
産
業
へ
の
特
化

ゴ
メ
ス
独
裁
下
の
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は

一
九
二
八
年
に
早
く
も
世
界

1
の
石
油
輸
出
国
と
な
り
'
米
国
に
次
ぐ
第
二
の
生
産
国
と
な

っ

た
｡

一
九
二
五
～
二
九
年
間
に
輸
出
は
は
ヾ

七
倍
に
増
加
し
'
外
貨
収
入
は
二
倍
以
上
に
な

っ
た
｡
財
政
収
入
は
二

一
〇
〇
万
ボ
-

パ
ル
か
ら
五

一
〇
〇
万
ボ
-
パ
ル
に
増
加
し
た
｡

一
九
二
五
年
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
世
界
の
石
油
輸
出
の
二
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か

っ

た

が
'

一
九
二
九
年
に
は
二
九
%
に
上
昇
し
た
｡

一
九
二
五
年
に
石
油
部
門
は
総
生
産
の

一
〇
%
に
も
達
し
な
か

っ
た
が
'

一
九
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二
五
年
に
は
二
九
%
に
伸
び
た
｡

一
九
二
五
年
に
石
油
輸
出
は
総
輸
出
の
二
八
%
で
あ

っ
た
が
二

九
二
九
年
に
は
四
五
%
に
の
ぼ

F/O1

り
'
年
々
増
加
し
た
｡
石
油
生
産
の
増
加
に
伴

っ
て
国
民
経
済
に
占
め
る
石
油
部
門
の
比
重
は
ま
す
ま
す
大
き
-
な

っ
た
｡

一
九
三

〇
年
代
の
世
界
不
況
の
時
期
に
輸
出
は
若
干
減
少
し
'

一
九
三

〇
年
の
二

〇
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
そ
の
後
三
年
間

一
七

〇
〇

万
ト
ン
に
落
ち
た
｡
し
か
し
そ
の
後
は
継
続
的
に
増
加
し
た
｡
不
況
は
農
業
部
門
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
'

コ
ー
ヒ
ー
､

コ
コ
ア
の

●

生
産
は
停
滞
し
て
い
た
が
'
石
油
部
門
の
好
況
に
よ
り
..n
メ
ス
大
統
領
は
国
内
'国
外
に
対
す
る
債
務
を
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡

世
界
不
況
の
も
と
に
あ

っ
て
も
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
不
況
は
他
の
国
は
ど
厳
し
-
は
な
-
'
石
油
生
産
の
低
下
は
僅
か
で
あ
り
'
そ
の
回

復
は
よ
り
速
や
か
で
あ

っ
た
｡

一
九
三
五
年
に
ゴ
メ
ス
大
統
領
が
死
亡
し
､
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
政
治
は

一
転
機
を
迎
え
る
｡
当
時
ベ
ネ

ズ
ェ
ラ
の

1-
人
当
り
国
民
所
得
は
約

一
五

〇
ド
ル
で
あ
り
'
所
得
分
配
は
不
平
等
で
'
多
-
の
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
人
は
辛
う
じ
て
生
存
し

EiiZ111

て
い
る
程
度
で
あ

っ
た
｡

一
九
三
四
年
以
降
石
油
輸
出
は
再
び
増
加
し
､

一
九
三
五
年
に
石
油
は
総
輸
出
の
九

一
%
を
占
め
た
｡
第
二
次
世
界
大
戦
を
は
さ

ん
で
石
油
生
産
は
激
変
を
経
験
し
た
が
'

一
九
三
六
年
か
ら

一
九
五

〇
年
間
に
原
油
生
産
は
三

･
五
倍
'
輸
出
額
は
二

･
八
倍
に
伸

び
た
｡
財
政
収
入
は
八

･
七
倍
に
増
加
し
た
｡
国
民
所
得
は

一
四
億
九
九

〇
〇
万
ボ
-
パ
ル
か
ら
八
六
億
七

〇
〇
万
ボ
リ
バ
ル
に
拡

大
し
た
.
こ
の
間
物
価
は
七
三
%
上
昇
し
た
の
で
二

人
当
り
国
民
所
得
は

1
九
三
六
年
価
格
で
二

･
二
倍
で
あ
る
｡
そ
れ
に
伴

っ

て

一
九
三
六
年
に
は
生
産
さ
れ
な
か

っ
た
多
-
の
商
品
生
産
が
開
始
さ
れ
'
国
内
工
業

の
発
達
を
促
し
た
｡
そ
の
結
果
農
村
の
労

Eid21

働
力
は
都
市
に
移
動
L
t
国
内
の
経
済
構
造
に
変
化
を
ひ
き
お
こ
し
た
｡
こ
の
間
石
油
は
明
ら
か
に
経
済
の
先
導
者
で
あ

っ
た
｡

こ
の
時
期
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
石
油
産
業

へ
の
従
属
性
は
極
め
て
顕
者
で
あ

っ
た
｡
石
油
産
業
に
つ
い
て
の
政
策
決
定
は
す
べ

て
外
国
会
社
の
手
に
あ
り
'
会
社
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
政
府
に
相
談
も
し
な
け
れ
ば
'
報
告
も
し
な
か

っ
た
｡
会
社
の
目
的
は
欧
米
の
石

油
需
要
を
満
す
こ
と
を
通
じ
て
利
潤
を
あ
げ
る
に
あ
り
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
が
お
か
れ
た
諸
条
件
に
つ
い
て
は
な
ん
の
配
慮
も
し
な
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か

っ
た
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
国
民
の
事
業
を
保
護
す
る
政
策
は
全
然
と
ら
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
｡
石
油
産
業
と
そ
の
雇
用
者
の
需
要
を

満
す
に
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
産
業
の
発
達
は
不
十
分
で
あ

っ
た
の
で
'
必
要
商
品
の
輸
入
は
急
速
に
増
加
し
た
｡
労
働
力
に
つ
い
て
は
外

国
人
の
雇
用
が
多
く
な
り
'
海
外
か
ら
の
人
口
移
動
を
ひ
き
お
こ
し
た
｡
熟
練
度
の
低
い
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
人
労
働
者
は
石
油
地
帯
で
十

分
な
就
業
の
機
会
を
与
え
ら
れ
ず
'
商
業
'
サ
ー
ビ
ス
な
ど
限
界
的
業
務
に
従
事
L
t
し
ば
し
ば
失
業
状
態
に
陥

っ
た
｡
農
業
お
よ

び
そ
の
他
の
既
存
産
業
か
ら
の
労
働
力
の
引
抜
き
は
既
存
商
品
の
生
産
お
よ
び

コ
ス
ト
に
逆
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
｡
能
率
の
よ
い

労
働
者
が
少
な
く
な
り
､
労
働

コ
ス
ト
は
上
昇
し
た
｡
農
業
の
生
産
性
は
低
下
し
'
生
産
は
む
し
ろ
減
少
し
､
利
潤
が
少
な
く
な

っ

た
の
で
資
本
は
商
業
お
よ
び
石
油
産
業
地
帯
に
移
動
し
た
｡
石
油
生
産
の
増
加
は
国
内
の
所
得
を
増
加
は
し
た
が
'
国
内
経
済
の
均

衡
を
破
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

ll-

櫛

リ

ー
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
地
位
の
確
立

-226-

一
九
五

〇
～
五
七
年
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
が
最
も
高
い
成
長
率
を
記
録
し
た
時
期
で
あ
る
｡

一
九
五

〇
～
五

一
年
に
は
朝
鮮
戦
争

の
影
響
を
受
け
て
石
油
生
産
が

1
四
%
の
増
加
と
な
り
､
国
内
総
生
産
の
成
長
率
は

二

･
七
%
に
達
し
た
｡
し
か
し
朝
鮮
戦
争
が

終
結
し
た
た
め
'

一
九
五
二
'
五
三
年
に
は
石
油
生
産
は
減
少
気
味
で
あ
り
'
国
内
総
生
産
成
長
率
も
低
下
し
た
｡
原
油
価
格
は
安

定
し
て
い
た
が
'
む
し
ろ
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
た
｡
一
九
五
四
年
か
ら
石
油
生
産
量
'
輸
出
額
と
も
に
増
加
し
'
政
府
収
入
に
も
反
映

し
て
公
共
'
民
間
の
建
築
が
活
発
化
L
t
成
長
率
は
上
昇
し
'

一
〇
%
に
近
い
水
準
に
達
し
た
｡
こ
の
傾
向
は

一
九
五
七
年
ま
で
続

き
'
石
油
ブ
ー
ム
を
現
出
し
た
｡
中
東
の
政
治
経
済
情
勢
は
不
安
定
を
続
け
た
の
で

一
九
五
七
年
に
原
油
価
格
は

二
二
%
上
昇
し
'

石
油
輸
出
は
二
三
%
の
増
加
で
あ

っ
た
｡

一
九
五
七
年
の
国
民
所
得
は

一
九
五

〇
年
に
比
べ
九
四

･
九
%
の
増
加
で
あ
り
､

一
人
当
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第 1蓑 ベネズェラの国内総生産
成長率(1957年価格による%)

年 成 長 率 1人当り成長率
1951 ll.7 6.6

1952 7.3 2.6

1953 6.2 1.7

1954 9.6 5.2

1955 8.9 4.7

1956 10.6 6.5

1957 ll.6 7.6

1958 1.3 -2.2

1959 7.9 4.3

1960 4.0 0.6

1961 5.0 1.6

1962 9.1 5.5

1963 6.9 3.3

1964 9.7 6.0

1白65 5.9 2.3

1966 2.3 -1.2

1967 4.0 0.4

1968 5.3 一 -0.7

(出所)BancoCentraldeVenezuela,/
LaEconomiaVenezolanaen
losUltimosA点os,1971.

り
国
民
所
得
は
五
六

･
七
%
の
上
昇

pJ131

で
あ

っ
た
｡

一
九
五
〇
～
五
七
年
の
高
成
長
期

を
主
導
し
た
も
の
が
石
油
産
業
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
｡

石
油
産

業
は
そ
の
税
支
払
を
通
じ

て
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
経
済
発
展
に
寄
与

し
た
｡

ベ

ネ
ズ

ェ
ラ
の
財
政
収
入
に
石
油
部
門

は
最
も
大
き
な
シ

ェ

ア
I
を
も

っ
た
｡
政
府
は

石
油
収
入
を
経
済
部
門
に

流
す
最
も
重
要

な
機構
で
あ
り
'
石
油
産
業
の
急
成
長
に

第2蓑 ベネズェラの原油生産

年 原油生産(1000バレル/日 成 長 率

1950 1.498 13.81951 1.705

1952 1.804 5.8

1953 1.765 -2.2

1954 1.895 7.4

1955 2.157 13.8

1956 2.457 13.9

1957 2.779 13.1

1958 2.605 - 6.3

1959 2.771 6.4

1960 2.846 2.7

1961 2.920 2.6

1962 3.200 9.6

1963 3.248 1.5

1964 3.393 4.5

1965 3.473 2.4

1966 3.371 - 2.9

1967 3.542 5.1

1968 3.605 1.8

1969 3.594 -0.7

1970 3.708 3.2

1971 3.549 - 4.3

1972 3.220 - 9.3

1973 3.366 4.5

(出所)

LoringAllen,VenezuelanEconomic
DevLelopment-APoliticoIEconomic
Analysis,p.304.
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伴

っ
て
国
家
は
国
民
経
済
に
お
け
る
重
要
な
経
済
単
位
と
な
っ
た
｡
政
府
は
石
油
産
業
か
ら
の
税
収
入
を
用
い
て
経
済
の
各
部
門
に

?

投
資
し
'
経
済
発
展
の
原
動
力
と
な

っ
ね
｡

一
九
五

〇
～
五
七
年
の
高
率
の
経
済
成
長
に
は
高
い
投
資
率
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡
国
内
総
生
産
の
二
七
%
が
固
定
投
資
に
向
け

ら
れ
'
年
平
均
八

･
四
%
の
増
加
率
で
あ

っ
た
｡
在
庫
投
資
が
年
平
均
で
国
内
総
生
産
の
三
%
に
の
ぼ

っ
た
()Tで
'
総
投
資
は
国
内

EiiZ!51

総
生
産
の
三
〇
%
に
達
し
た
｡
投
資
対
象
と
し
て
の
政
府
部
門
の
シ
ェ
ア
I
は
大
き
く

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
政
府
部
門
が
粗
固
定
投

第3蓑 石油からの政府収入 (単位 :100万ボリバル)

年 総政府収入 I石油からの収入 石油収入の比率

1945 660 282 42.82

1947 1.281 685 53.47

1948 1.776 1.108 62.37

1949 1.980 1.262 63.77

1950 1.917 936 48.82

1951 2.266 1.330 58.70

1952 2.408 1.417 58.56

1953 2.534 1.598 63.07

1954 2.632 1.498 56.92

1955 2.992 1.714 57.29

1956 4.375 3.036 69.40

1957 5.397 3.822 70.82

1958I 4,684 2.667 56.93

1959 5.744 3.227 56.18

196,0 6.147 3.002 48.84
1961 7.071 3.238 45.79

1962 6.589 3.226 48.95

1963 6.619 3.597 54.35

7

7

9

5

7

2

4

7

2

6

65.

61.

65.

63.

56.

56.09

63.42

63.20

63.16

4.830

4.912

5.667

5.792

5.484

5.750

7.688

7.930

8.753

7.367

7.952

8.679

9.159

9.677

10.252

12.123

12.547

13.858

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

(出所)

MbstafaF.Hassan,EconomicGrowthand
Employr托ntProblemsinVenezuela-an
AnalysisofanOilBasedEconomy,p｡15.
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資
に
占
め
る
比
率
は

一
九
五
三
年
に
二
四

･
〇
三
%
'

一
九
五
四
年
に
は
二
三

･
七
二
%
に
の
ぼ

っ
た
｡
社
会
資
本

へ
の
投
資
は
粗

lmJ161

固
定
投
資
の
四
〇
%
以
上
を
占
め
た
｡

貯
蓄
の
源
泉
に
は
公
共
部
門
が
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
｡
政
府
の
総
収
入
と
経
常
支
出
'
国
債
償
還
額
'
国
庫
準
備
繰
入
分

と
の
差
額
が
公
共
貯
蓄
で
あ

っ
て
'

一
九
五

一
～
五
七
年
に
国
内
総
貯
蓄
の
三
七
%
を
占
め
た
｡
巨
額
の
石
油
収
入
が
こ
れ
を
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
｡
他
の
源
泉
は
国
内
企
業
の
減
価
償
却
引
当
分
と
貯
蓄
で
あ

っ
て
'
同
期
間
四
五
%
に
達
す
る
｡
外
国
貯
蓄
資
金

は
総
貯
蓄
の

一
八
%
で
あ
る
｡
個
人
貯
蓄
が
国
内
総
貯
蓄
に
占
め
る
比
率
は

一
九
五
二
年
の
二
八
%
か
ら

一
九
五
七
年
に
八
%
と
激

】■nHt71

減
を
み
せ
た
｡

ベ
ネ
ズ

エ
ラ
経
済
が
高
率
の
投
資
に
支
え
ら
れ
て
高
度
成
長
を
と
げ
た

一
九
五

〇
年
代
は
離
陸
の
た
め
の
最
初
の
段
階
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
｡
そ
れ
は
第

1
に
､
社
会
資
本
の
建
設
に
勢
い
が

つ
い
た
'
第
二
に
'
投
資
が
急
速
に
増
加
し
た
'
第
三
に
'
経
済
の

第4表 ベネズエラの粗固定投資
(1957年価格による)

年 国内総生産に対する投資の比率 年成長率

1950 25.6 6.31951 24.4

1952 28.5 25.5

1953 29.5 9.8

1954 30.7 9.1

1955 26.7 - 6.7

1956 26.1 8.4

1957 24.9 6.3

1950-57 27.1 8.4

23.3

17.7

14.8

14.6

14.7

18.3

16.0

16.416.416.4

18.3

16.8

16.7

(出所)_
MostafaFnnassan,Economic
GrowthandEmploymentProblems
inVenezuela-anAnalystsOfanoil
BasedEconomy,p.45.
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成
長
を
刺
激
す
る
に
適
し
た
政
治
的
'
社
会
的
'
制
度
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
た
'
第
四
に
'
工
業
部
門
が
発
達
し
'
経

済
発
展
を
促
進
す
る
原
動
力
と
な
り
始
め
た
'
か
ら
で
あ
る
｡
特
に
工
業
部
門
に
は
石
油
精
製
'
繊
維
'
セ
メ
ン
ト
'
ゴ
ム
'
醸
造

な
ど
が
お
こ
さ
れ
'
建
設
業
が
拡
大
し
'
そ
れ
が
雇
用
お
よ
び
投
資
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡
そ
の
結
果
製
造
工
業
は
次
第
に
ベ
ネ

Eid81

ズ

ェ
ラ
の
経
済
発
展
を
主
導
す
る
力
を
も
ち
始
め
た
の
で
あ
る
｡

一
九
五
八
年
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
ラ
テ
ン
･
ア
メ
-
カ
で
最
高
の

一
人
当
り
所
得
を
も
ち
'
所
得
格
差
が
大
き
い
と
い
う
問
題
は
あ

る
に
し
て
も
､
ラ
テ
ン
･
ア
メ
-
カ
諸
国
中
経
済
発
展
段
階
の
高
い
数
カ
国
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡

棚

石
油
特
化
へ
の
代
償

一
九
五

〇
年
の
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
は
な
お
後
進
性
が
著
し
か

っ
た
｡
他
の
発
展
途
上
国
に
比
べ
て

一
人
当
り
所
得
は
高
か

っ
た
と

は
い
え
'
所
得
分
配
の
不
平
等
は
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
れ
は
第

一
に
土
地
所
有
の
不
平
等
か
ら
生
れ
る
｡

一
九
五

〇
年
に
農

家
数
は
二
三
万
七
七

〇
〇
あ

っ
た
が
'

1
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
地
を
保
有
す
る
も
の
は
三
五

〇
〇
に
過
ぎ
ず
､
し
か
も
そ

の
保
有
農
地
面
積
は
総
農
地
面
積
の
七
九
%
を
占
め
た
｡
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
農
地
所
有
農
家
は

一
六
万
八

〇
〇
〇
に
の
ぼ
る
が

11nu91

保
有
農
地
は
総
農
地
面
積
の
三
%
以
下
で
あ
る
｡
加
う
る
に
石
油
産
業
部
門
の
高
所
得
で
あ
る
｡
石
油
産
業
は
資
本
集
約
技
術
を
利

trnuO2

用
L
t
生
産
性
は
高
い
が
'
雇
用
は
相
対
的
に
少
な
い
｡

一
九
五

〇
年
の

一
人
当
り
所
得
は
五
五

〇
ド
ル
で
あ

っ
た
が
そ
の
配
分
は

不
平
等
で
あ
り
'
一
〇
〇
ド
ル
以
下
の
所
得
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
｡
住
居
は
粗
悪
で
'
失
業
お
よ
び
偽
装
失
業
が

1
般
化
し
'
成

pnu12

人
の
二
分
の

1
以
上
は
読
み
書
き
で
き
な
い
｡

カ
ラ
カ
ス
を
主
と
す
る
都
市
住
民
の
所
得
水
準
は
上
昇
し
た
が
'
農
村
お
よ
び
都
市

の
下
層
階
級
の
生
活
水
準
は
著
し
く
低
か

っ
た
｡

そ
の
経
済
の
特
色
は
'
第

一
に
石
油
部
門

へ
の
依
存
度
が
著
し
く
高
い
'
第
二
に
国
際
市
場
の
動
向
に
著
し
く
敏
感
で
あ
る
1
第

- 230-
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三
に
経
済
社
会
構
造
に
歪
み
が
あ
る
'
第
四
に
国
内
諸
地
域
の
統
合
が
欠
け
て
い
る
'
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
｡
国
内
総
生
産
の
大
部

分
は
石
油
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
り
'
輸
出
の
九

〇
%
以
上
が
石
油
で
あ
る
｡
政
府
収
入
の
石
油

へ
の
依
存
度
は
高
く
'
商
工
業

建
設
業
も
石
油
産
業
に
か
か
わ
る
部
門
に
お
い
て
成
長
率
が
高
い
｡

一
九
五
七
年
に
至
る
石
油
ブ
ー
ム
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
経
済
成
長
を
著
し
-
促
進
し
た
が
'
そ
の
経
済
は
や
は
り
石
油
に
依
存
し
'

石
油
輸
出
に
よ
る
外
貨
収
入
が
工
業
製
品
の
輸
入
を
可
能
に
し
て
い
た
｡
輸
入
に
当
て
ら
れ
る
外
貨
が
豊
富
で
あ

っ
た
た
め
'
輸
入

品
と
競
争
で
き
な
い
産
業
部
門
の
衰
退
を
ひ
き
お
こ
し
た
｡
そ
の
結
果
農
耕
適
地
は
用
い
ら
れ
ず
､
あ
る
い
は
牧
畜
地
と
さ
れ
た
｡

製
造
工
業
は
小
規
模
で
あ
り
'
技
術
水
準
は
低
く

効
率
が
悪
く

コ
ス
ト
高
で
あ

っ
て
'
消
費
財
生
産
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
｡
そ

の
経
済
は
国
際
市
場
'
特
に
石
油
市
場
の
動
向
に
著
し
-
敏
感
で
あ

っ
た
｡生
産
物
の
市
場
と
し
て
は
国
内
市
場
よ
り
海
外
市
場
が
優

先
的
に
考
え
ら
れ
'
輸
入
商
品
を
優
遇
す
る
傾
き
が
あ

っ
た
｡
所
得
配
分
の
不
平
等
も
都
市
の
高
所
得
階
層
の
消
費
を
輸
入
商
品
に

向
け
さ
せ
た
｡

高
率
の
経
済
成
長
が
達
成
さ
れ
た
が
､
地
域
間
の
格
差
は
む
し
ろ
拡
大
し
た
｡
農
業
を
主
と
す
る
内
陸
か
ら
油
田
地
帯

へ
の
人

口
移
動
が
お
こ
り
'
政
府
は
そ
の
収
入
の
大
部
分
を
カ
ラ
カ
ス
を
中
心
と
す
る
地
域
に
支
出
し
た
｡
国
民
所
得
の
二
分
の

一
は
人
口

の
六
分
の
1
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
カ
ラ
カ
ス
の
住
民
に
は
い
り
'
所
得
配
分
の
不
平
等
は

1
九
五
七
年
に

一
層
拡
大
し
た
｡
経
済
成
長

.1日■1-Hu32

は
都
市
の
中
上
層
に
利
益
を
与
え
た
が
'
経
済
構
造
の
基
本
的
欠
陥
を
是
正
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
｡

海
岸
地
帯
を
内
陸
に
結
ぶ
運
輸

･
通
信
網
は
貧
弱
で
あ

っ
た
の
で
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
は
よ
り
高
い
所
得
を
も
つ
海
岸
地
方
と
生

存
農
業
に
依
存
す
る
内
陸
と
に
二
分
さ
れ
'
相
互
間
の
交
流
を
弱
め
'
国
民
経
済
と
し
て
の
統
合
を
困
難
に
し
た
｡

一
九
五
〇
～
五

七
年
間
に
経
済
規
模
は
よ
り
大
き
く
'
見
か
け
だ
け
は
近
代
化
さ
れ
た
が
'
経
済
の
実
態
は
必
ず
し
も
向
上
し
て
は
い
な
か
っ
た
｡
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三

産
業
構
造
の
変
化

山

石
油
部
門
の
後
退

一
九
五
〇
～
五
七
年
間
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
は
石
油
部
門
を
核
と
し
て
急
成
長
を
と
げ
た
が
'

一
九
五
八
年
が
分
岐
点
と
な
っ
て

以
後
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
転
じ
た
｡

1
九
五
八
年
に
原
油
生
産
は
六

･
三
%
の
減
少
で
あ
り
'
工
業
生
産
の
成
長
は
み
ら
れ
ず
､

国
内
総
生
産
は

1
･
三
%
の
成
長
に
と
ど
ま

っ
た
｡
失
業
は

1
九
五
四
年
か
ら
増
加
し
て
い
た
が
'

1
九
五
八
年
に
は
九

･
六
%
に

達
し
た
｡
外
資
の
流
入
は
減
少
し
'
金

･
外
貨
準
備
は
低
下
し
た
｡

一
九
五
九
年
に
経
済
成
長
率
は
回
復
し
た
が
'
石
油
価
格
は
す

で
に
低
下
傾
向
を
続
け
'

1
九
五
九
年
に

〓

1%
の
下
落
で
あ
り
､
石
油
輸
出
額
も
減
少
し
た
｡

一
九
六

〇
年
の
投
資
は
二
二

･
1
%
の
減
少
で
あ

っ
て
'
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
石
油
産
業
'
製
造
工
業
､
運
輸
の
諸

部
門
で
あ
っ
た
｡
国
内
総
生
産
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
価
格
で
四
%
の
成
長
で
あ

っ
た
が
'
市
場
価
格
で
の
国
民
所
得
は
二
%
の
減
少
で

-232-

第5蓑 失 業 率

労働人口に対する比率

1957年 7.4 %

1958 9.6

195･9 10.0

1960 11.4

1961 12.5

1962 13.4

1963 12.2

1964 10.6

1965 10.9

1966 10.5

1 967 10.0米

米 推 定
(出所)MostafaF.Hassan.
op.°it.p.102.

あ

っ
た
｡
失
業
は
カ
ラ
カ
ス
で

一
三
%
に
の
ぼ
り
'
他
の
都
市
で

は
さ
ら
に
高
い
｡
石
油
価
格
は
五
%
の
低
下
で
あ

っ
た
｡

一
九
六

一
年
に
も
景
気
後
退
は
続
き
'
失
業
は
増
加
し
'
投
資
は
減
少
し

た
｡
金

･
外
貨
準
備
は
減
少
し
'
為
替
管
理
を
実
施
し
た
｡

1
九

五
八
～
六

1
年
に
経
済
は
悪
化
し
'
国
内
総
生
産
の
成
長
率
は
年

平
均
五
%
以
下
に
と
ど
ま

っ
た
｡
原
油
生
産
の
増
加
率
も

一
九
五

七
年
以
前
に
比
べ
て
著
し
い
低
下
で
あ

っ
た
｡
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一
九
六
二
年
に
成
長
率
は
九

･
一
%
に
回
復
L
t
投
資
は
増
加
に
転
じ
､
原
油
生
産
も
増
加
率
を
高
め
た
｡
こ
の
傾
向
は

一
九
六

五
年
ま
で
続
き
'

一
九
六
二
～
六
五
年
は
年
平
均
八
%
の
成
長
で
あ

っ
た
｡
投
資
は
年
を
追

っ
て
増
加
し
'
特
に

一
九
六
四
年
に
は

粗
固
定
投
資
が

一
八

･
一
%
の
成
長
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
石
油
部
門

へ
の
投
資
は
減
少
し
'

一
九
五

〇
年
代
の
最
盛
期
の
四
分
の

一

で
あ

っ
た
｡
製
造
工
業

へ
の
投
資
は

一
九
六
三
年
に
減
少
し
た
が
'

一
九
六
四
､
六
五
年
に
は
再
び
増
加
し
た
｡
国
内
総
生
産
に
対

す
る
固
定
投
資
の
比
率
は

1
九
五

〇
～
五
七
年

間
の
経
済
成
長
時
代

に
は
及
ば
な
か

っ
た
が
､

1
九
六
二
～
六
四
年
間
に
成
長
率

は
回
復
し
た
｡
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
国
民
経
済
の
発
展
を
主
導
す
る
も
の
と
し
て
の
石
油
の
役
割
が
小
さ
く
な

っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
｡
工
業
'
農
業
､
商
業
'
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
回
復
が
み
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
石
油
部
門
の
成
長
は
は
か
ば
か
し
-
な

か

っ
た
｡
そ
れ
は
中
東
に
お
け
る
石
油
の
生
産
'
輸
出
の
増
加
お
よ
び

一
九
五
八
年
以
降
の
米
国
に
お
け
る
石
油
の
輸
入
制
限
の
影

?2

撃
で
あ

っ
た
｡

一
九
六
五
年
か
ら

成
長
率
は
低
下
し
'
石
油
輸
出
は
減
少
し
'
価
格
も
低
落
し
た
｡
銀
行

資
産
は
減
少

し
､
金

･
外
貨
準
備
も
低

第6蓑 国内総生産に占める石油
および工業部門の比率
(1957年価格による)

年 石油部門 工業部門

1950 29.8 10.0

1951 30.4 9.5

1952 30.1 10.3

1953 27.8 10.9

1954 27.3 ll.4

1955 28.5 ll.7

1956 29.5 ll.6

1957 29.9 ll.6

1958 27.8 12.3

1959 ■27.5 13.1

1960 27.0 12.3

1961 26.3 12.5

1962 26.4 12.4

1963 25∴1 12.5

1964 24.0 12.8

1965 23.1 13.1

1966 21.9 12.9

1967 22.1 13.1

1968 一21.4 13.1

1969 2.0.6 13.3

(出所)BancoCentraldeVenezuela
の資料より作成

下
し
た
｡

一
九
六
七
年
に

成
長
率
は
依
然
と
し
て
低

-
'
失
業
は
九

～
一
〇
%

の
水
準
に
あ

っ
た
｡
石
油

生
産
は
五

･
1
%
増
加
し

輸
出
も
五

･
三
%
の
増
加

で
あ

っ
た
が
'
石
油
部
門

が
経
済
を
主
導
す
る
力
は
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弱

く
な

っ
た
｡

一
九
六
六
～
七

〇
年
の
平
均
成
長
率
は
四
%
で
あ

っ
て
'
石
油
部
門
の
寄
与
は
小
さ
-
な

っ
た
｡

一
九
五
八
～
七

〇
年
の
成
長
率
は
年
平
均
五
%
を
い
-
ら
か
上
ま
わ
る
程
度
で
あ

っ
て
'

一
九
五

〇
～
五
七
年

の
九
%
以
上
を

記
録
し
た
時
期
と
は

一
変
し
て
石
油
の
-
1
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
地
位
は
低
め
ら
れ
'
工
業
部
門
の
地
位
が
徐
々
に
向

上
し
て
く
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
過
程
は
国
内
総
生
産
に
占
め
る
石
油
お
よ
び
工
業
部
門
の
比
率
の
変
化
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

(第

6
表
参
照
)
･0

闇

I
九
七
〇
年
代
の
異
常
な
成
長

一
九
七

〇
年
代
に
入

っ
て
当
初
の
二
年
間
は

一
九
六

〇
年
代
の
延
長
で
あ

っ
た
｡
原
油
生
産
の
み
は

一
九
七

〇
年
を
も

っ
て
頭
打

ち
と
な
り
'
そ
の
後
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
石
油
埋
蔵
量
が
他
の
主
要
石
油
生
産
国
に
比
べ
て
少
な
い

の
で
､
資
源
保
護
を
目
的
に
生
産
を
制
限
し
た
た
め
で
あ
る
｡
し
か
し
石
油
価
格
が

一
九
七
二
年
に

一
二
%
'

一
九
七
三
年
に

二
二

%
上
昇
'

一
九
七
四
年
に
は
約
三
倍
'

一
九
七
五
年
に
三

一
%
上
昇
し
た
｡

一
九
七

一
年
を
基
準
と
す
れ
ば

一
九
七
五
年
に
は
五
〇

一
%
の
上
昇
で
あ
る
｡
そ
の
結
果
'
原
油
生
産
は
減
少
し
'

1
九
七
五
年
に
は

1
九
七

〇
年
の
三
分
の
二
以
下
に
落
ち
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
'
石
油
価
格
の
上
昇
の
影
響
を
受
け
て
'
市
場
価
格
に
よ
る
国
内
総
生
産
な
い
し
国
民
所
得
は
著
し
い
増
加
を
記
録
し
た
｡

な
か
ん
ず
く

一
九
七
四
年
に
国
内
総
生
産
は
六
六
%
､
国
民
所
得
は
六

〇
%
の
成
長
で
あ
る
｡
し
か
し
コ
ン
ス
タ
ン
ト
価
格
に
よ
る

¢2

国
内
総
生
産
の
計
算
に
は
価
格
の
上
昇
が
反
映
さ
れ
ず
'
四

･
五
%
の
成
長
に
と
ど
ま

っ
た
｡

一
九
七

〇
年
代
の
石
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
最
も
著
し
い
変
化
は
輸
出
お
よ
び
財
政
収
入
の
増
加
で
あ
る
｡

一
九
七
二
年
の
輸
出

額
は
二

･
〇
%
の
増
加
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
'

一
九
七
三
年
に
は
四
九

･
一
%
の
増
加
'

一
九
七
四
年
に
は

三

云

･
八
%
の
増
加

で
あ
る
｡
石
油
部
門
か
ら
の
財
政
収
入
は

一
九
七

一
～
七
三
年
に
平
均
二
五

･
二
%
の
上
昇
で
あ

っ
た
が
'

一
九
七
四
年
に
二
二
二

-234-



ベネズエラ経済の リーディング ･セクター

国内総生産､国民所得の成長率第7蓑

年 国 内 総 生 産 国民所得
1968年価格 市 場 価 格 市 場 価 格

1971 2.8 9.6 8.3

1972 3.6 ll.1 ll.4

1973 5.8 20.6 20.0

米1970年価格 に よる｡
(出所)BancoCentrel deVenezulaの資料による｡

･
三
%
と
飛
躍
的
な
増
加
を
み
せ
た
｡
輸
出
の
増
加
に
平
行
し
て
金

･

外
貨
準
備
は

一
九
七

〇
年
末
の

一
〇
億
二

一
〇
〇
万
ド
ル
か
ら

一
九
七

五
年
末
に
は
八
八
億
六

一
〇
〇
万
ド
ル
に
増
加
し
た
｡

一
九
七
五
年
ま
で
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
は
比
較
的
高
い
水
準
に
達
し

そ
の
経
済
構
造
の
欠
陥
の
改
善
に
着
手
し
た
｡
石
油
へ
の
依
存
は
続
い

て
い
た
が
'
国
内
諸
産
業
'
特
に
農
業
'
工
業

へ
の
投
資
を
促
進
し
'

食
糧
お
よ
び
消
費
用
工
業
製
品
を
国
内
で
生
産
す
る
と
と
も
に
'
資
本

財
に
つ
い
て
も
輸
入
代
替
を
進
め
た
｡
巨
額
の
金

･
外
貨
準
備
を
蓄
積

し
'
国
際
経
済
か
ら
の

一
時
的
衝
撃
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
､

海
外
経
済

へ
の
依
存
度
を
低
め
る
こ
と
が
で
き
'
国
民
経
済
の
安
定
性

を
強
め
た
｡
全
国
的
な
道
路
網
を
建
設
し
'
効
率
的
な
通
信
網
を
整
備

- 23 5 -

L
t
国
内
諸
地
域
経
済
の
統
合
を
は
か

っ
た
｡
政
府
は
教
育
､
住
宅
'
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
へ
の
巨
額
の
投
資
を
行
い
'
社

会
保
障
制
度
を
充
実
L
t
労
働
条
件
を
改
善
し
'
階
層
間
の
所
得
格
差
の
縮
小
を
は
か

っ
た
｡

櫛

製
造
工
業
の
発
達

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
工
業
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
ご
く
最
近
で
あ

っ
て
'

一
九
二
〇
年
代
に
そ
の
萌
芽
を
み
せ
､
第
二
次
世
界
大
戦
を
契

機
に
成
長
し
始
め
た
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
経
済
発
展
は
石
油
産
業
に
依
存
し
'
そ
の
巨
額
に
の
ぼ
る
石
油
収
入
は
工
業
化

へ
の
投
資
を

可
能
に
し
た
筈
で
あ
る
が
'

一
九
五

〇
年
代
初
め
ま
で
こ
の
種
の
努
力
は
行
わ
れ
ず
'
工
業
化
に
向

っ
て
積
極
的
な
施
策
が
と
ら
れ



る
の
は

一
九
六

〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
石
油
産
業
に
つ
い
て
中
東
諸
国
と
の
競
争
が
激
し
く
な
り
､
海
外
特
に

Eid
節

米
国
の
国
内
市
場
保
護
が
市
場
の
拡
大
を
制
限
し
始
め
て
か
ら
で
あ

っ
た

｡

一
九
五

〇
年
代
後
半
か
ら
工
業
は
国
内
総
生
産
成
長
率
を
上
ま
わ
る
率
で
成
長
し
､
そ
の
経
済
政
策
も
工
業
に
重
点
を
お
-
よ
う

に
な
る
｡
特
に

一
九
五
八
年
以
降
政
府
は
工
業
部
門
の
拡
大
の
た
め
信
用
を
供
与
し
､
競
合
す
る
工
業
製
品
の
輸
入
を
制
限
し
､
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
を
は
か

っ
た
｡
工
業
部
門
の
成
長
は
産
業
構
造
を
多
様
化
L
t
均
衡
の
と
れ
た
経
済
成
長
を
実
現

す
る
に
寄
与
す
る
も
の
と
み
て
政
府
は
そ
の
育
成
に
努
力
し
た
｡

政
府
は
工
業
部
門
へ
の
投
資
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
｡

一
九
五

〇
年
代
に
政
府
は
総
投
資
の
約
四
五
%
を
支
出
し
た
が
'

1
九

六

〇
年
代
に
は
三
五
%
に
低
下
し
た
｡

一
九
七

〇
年
に
は
三

〇
･
九
%
で
あ

っ
た
｡
工
業
部
門
へ
の
投
資
は

一
九
七

〇
年
に
絶
投
資

用■1mu82

の

一
三

･
一
%
を
占
め
た
｡

一
九
七
四
年
に
は
多
額
の
石
油
収
入
を
用
い
て
投
資
を
拡
大
し
'
政
府
投
資
の
約
二
分
の

一
は
製
鉄
所
'

石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
生
産
的
投
資
に
向
け
ら
れ
た
｡
外
国
資
本
は
当
初
石
油
に
集
中
し
て
い
た
が
､

一
九
六

〇
年
か
ら
は
主
と

の2

し
て
工
業
に
投
下
さ
れ
た
｡

一
九
五

〇
年
代
に
工
業
部
門
の
成
長
率
は
比
較
的
高
く
'
年
率

二

一%
と
国
内
総
生
産
成
長
率
の
二
倍
に
の
ぼ

っ
た
｡

一
九
六

〇

年
代
に
政
府
は
工
業
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
が
'
工
業
部
門
の
成
長
は
国
内
総
生
産
の
成
長
を
僅
か
に
上
ま
わ
る
程
度
で

あ

っ
た
｡

一
九
七

〇
年
代
の
石
油
ブ
ー
ム
は
工
業
の
発
達
を
促
進
し
'

一
九
七

〇
～
七
四
年
の
工
業
の
成
長
は
他
の
部
門
の
二
倍
に

な
っ
た
｡
そ
の
結
果
国
内
総
生
産
に
占
め
る
工
業
部
門
の
比
率
は

一
九
五

〇
年
の

一
〇
%
か
ら

一
九
六
九
年
に

一
三

･
三
%
に
上
昇

し
'
一
九
七

一
年
に
は

一
六

･
七
%
に
達
し
た
｡

工
業
は
当
初
消
費
財
生
産
を
主
と
し
た
が
'
後
耐
久
財
の
生
産
が
急
速
に
増
加
し
'

一
九
五

〇
年
に
は
工
業
部
門
の
二
三
%
'

一
九
七
四
年
に
は
二
八
%
を
占
め
た
｡
最
も
成
長
し
た
の
は
金
属
工
業
で
あ
る
｡
製
鉄
'
ア
ル
-
製
造
は
政
府
資
本
の
参
加
に
よ
っ
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国内総生産に占める諸産業の比率
(1968年価格による)

年 農 業 原 油 工 業 政 府

1970 7.0 18.4 16.0 10.5

1971 6.7 16.7 16.7 10.8

1972 6.6 14.9 16.7 ll.1

1973 6.6 15.1 16.2 ll.0

(出所)BancoCentnaldeVenezuela資料より作成
て
工
場
を
建
設
し
'
生
産
量
を
大
幅
に
増
加
し
た
｡
オ
-
ノ
コ
製
鉄
所

S
ID
O
R

は

一
九
八
〇
年
に
四
八
〇
万
ト
ン
の
能
力
を
も
つ
計
画
で
あ
る
｡
自
動
車
は

一
九

七
六
年
に

一
六
万
台
を
生
産
し
た
｡
非
耐
久
財
と
し
て
は
伝
統
的
に
石
油
精
製
が

最
も
重
要
で
あ
る
が
'

一
九
七

〇
年
代
に
食
料
品
加
工
の
比
率
が
高
ま
り
'

1
七

%
を
占
め
た
｡
繊
維
'
紙
お
よ
び
同
製
品
'
化
学
製
品
の
比
重
も
大
き
く
な
り
､

新
工
業
部
門
の
基
幹
と
な
っ
た
｡
石
油
化
学
工
場
も
政
府
資
本
で
建
設
さ
れ
た
｡

工
業
部
門
は
'
急
速
な
成
長
に
よ
り
'
ベ
ネ
ズ
ェ
ラ
の
経
済
発
展
を
主
導
す
る

FJt0
3

役
割
を
演
じ
始
め
た

｡
国
内
総
生
産
に
占
め
る
工
業
部
門
の
比
率
は

一
九
七
〇
年

代
に

一
六
%
台
に
上
昇
し
'
離
陸
を
達
成
す
る
に
は
至
ら
な
い
に
し
て
も
'

規
模
と
内
容
は
い
っ
そ
う
充
実
し
た
｡

そ
の

237--

棚

リ

ー
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
の
変
容

一
九
五
七
年
に
石
油
は
国
内
総
生
産
の
二
九

･
九
%
を
寄
与
し
た
が
'
以
後
こ
の
比
率
は
次
第
に
低
下
し
'

一
九
六
九
年
に
は
二

〇
･
六
%
に
な
り

(第
6
表
)
二

九
七
四
年
に
原
油
生
産
は

二

一
･
八
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い

(第
8
表
)
｡
一
九
七
四
年
に
石
油

部
門
は
市
場
価
格
に
よ
る
国
内
総
生
産
の
四
七
%
の
シ
ェ
ア
I
を
も
つ
が
t

l
九
五
七
年
価
格
で
計
算
す
れ
ば

1
0
%
に
も
達
し
な

tpnuHU3

か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡
市
場
価
格
に
よ
る
国
内
総
生
産
に
お
け
る
石
油
部
門
の
シ
ェ
ア
I
は

一
九
五
〇
年
か
ら

1
九
五
七
年
に
か
け
て

上
昇
し
'
そ
れ
か
ら

1
九
七

一
年
ま
で
低
下
し
た
｡

1
九
七

一
年
か
ら
再
び
上
昇
し
'

一
九
七
三
'
七
四
年
に
そ
の
増
加
は
著
し
い

も
の
が
あ
っ
た
｡
そ
の
間
経
済
の
他
の
部
門
特
に
工
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
引
続
き
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
｡



一
九
五
〇
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
石
油
産
業
は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
と
し
て
経
済
の
他
の
部
門
に
成
長

へ
の
刺
激
を
与

え
て
い
た
｡し
か
し
二

九
五
八
年
か
ら

1
九
七

1
年
に
か
け
て
石
油
部
門
の
成
長
率
は
国
内
総
生
産
成
長
率
よ
り
低
く
.a
し
ろ
工
業

.G3

部
門
の
成
長
が
顕
著
で
あ

っ
た
｡

し
か
し

一
九
七
二
年
か
ら
石
油
価
格
の
急
上
昇
に
支
え
ら
れ
て
石
油
部
門
は
再
び
-
1
デ
ィ
ン
グ

3

･
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
地
位
を
と
り
戻
し
た
｡
そ
の
成
長
は
極
め
て
速
や
か
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
そ
の
生
産
量
は
む
し
ろ
減
少
し
て

お
り
'
も

っ
ぱ
ら
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
そ
の
成
長
を
支
え
て
き
た
｡

コ
ン
ス
タ
ン
ト
価
格
に
よ
る
国
内
総
生
産
の
産
業
部
門
別
シ
ェ
ア
t
は
明
ら
か
に
構
造
変
化
を
示
し
て
お
り
'
石
油
部
門
の
比
重

の
低
下
は
明
瞭
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
'
農
業
部
門
は
安
定
し
て
き
た
が
相
対
的
に
そ
の
地
位
を
低
め
'
工
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
部

門

(政
府
支
出
を
含
む
)
は
重
要
性
を
高
め
た
｡

一
九
六
八
年
価
格
に
よ
れ
ば
'
国
内
総
生
産
に
占
め
る
工
業
の
比
率
は

一
九
七
四

年
に

一
六

･
三
%
に
上
昇
し
'
原
油
部
門
の

二

二

八
%
を
上
ま
わ

っ
た
｡

政
府
は

l
九
四

〇
年
代
半
ば
か
,セ
石
油
会
社
収
入
の
五
〇
%
以
上
を
税
の
形
で
取
得
し
た
｡

一
九
五
八
年
に
そ
の
率
は
六
五
%
に

上
昇
,

一
九
六

〇
年
代
に
は
三
分
の
二
を
こ
え
二

九
六
九
年
に
は
七
〇
%
二

九
七
〇
年
に
は
八
〇
%
を
少
し
ば
か
り
下
ま
わ
り

一
九
七
二
年
に
は
八
二
%
に
達
し
た
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は

一
九
七
四
年
に
石
油
産
業
を
国
有
化
し
た
が
'そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
は
石
油
収

1日■1■u33

人
の
八
五
%
を
取
得
し
た
｡

そ
の
結
果
政
府
収
入
の
大
部
分
は
石
油
か
ら
生
じ
た
こ
と
に
な
り
'
石
油
部
門
は
政
府
活
動
の
面
で
決

定
的
な
力
を
も
ち
'
政
府
を
通
じ
て
経
済
活
動
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡
政
府
資
金
に
よ
る
投
資
は

一
九
七

〇
年
代
に
著
増
し

?3

特
に
工
業
部
門
に
向
け
ら
れ
た
｡

ヽ

一
九
七

〇
年
代
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
工
業
国
と
し
て
の
発
展
を
と
げ
'
ラ
テ
ン
･
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
準
工
業
地
域

reg
io
n
seヨ
i

phu53

.industr
ia
tiz
a
d
a
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
他
方
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
第

l
次
産
品
特
に
石
油

へ
の
依
存
は
'
国
内
総
生

産
に
お
け
る
石
油
部
門
の
比
率
の
低
下
か
ら
み
る
限
り
減
退
し
た
と
い
え
る
｡
し
か
し
石
油
部
門
の
収
入
の

一
部
は
海
外
に
流
れ
'
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一
部
は
政
府
部
門
に
入
り
'
政
府
は
そ
れ
を
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
'
社
会
資
本
に
投
資
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
政
府
部
門
の
収
入
の
源
泉

は
石
油
部
門
で
あ
り
'
国
内
総
生
産
に
お
け
る
石
油
部
門
の
シ
ェ
ア
t
は
低
下
し
た
に
し
て
も
'
石
油
産
業
の
も
つ
役
割
は
依
然
と

し
て
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
石
油
埋
蔵
は
'
他
の
石
油
産
出
国
の
埋
蔵
が
近
年
著
し
く
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
新
規
の
発
見
が
な
い
た

め
相
対
的
に
低
-
'

一
九
七
四
年
に
は
世
界
総
埋
蔵
量
の
三
%
以
下
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
石
油
生
産
を
計
画
的
に
抑

え
て
お
り
'
石
油
生
産
量
の
減
少
が
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
に
お
け
る
石
油
の
地
位
の
低
下
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
｡
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず

一
九
七
二
年
以
降
の
石
油
価
格
の
高
騰
は
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
お
け
る
石
油
部
門
の
地
位
を
再
び
上
昇
さ
せ
'
石
油
輸

出
額
の
増
加
が
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の
経
済
成
長
を
促
進
す
る
方
向
に
作
用
し
た
｡

一
九
五
七
年
ま
で
は
石
油
輸
出
の
増
加
率
が
経
済
成
長

率
を
上
ま
わ

っ
た
が
'

一
九
五
八
～
七

一
年
間
は
経
済
成
長
率
が
石
油
輸
出
の
増
加
率
よ
り
高
く
'

一
九
七
二
年
以
降
は
再
び
石
油

輸
出
の
増
加
率
が
経
済
成
長
率
を
上
ま
わ

っ
た
｡

石
油
の
生
産
量
の
減
少
に
よ
る
国
内
総
生
産
に
お
け
る
石
油
部
門
の
シ
ェ
ア
I
の
低
下
'
石
油
価
格
の
大
幅
な
騰
貴
に
よ
る
石
油
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収
入
の
も
つ
経
済
的
影
響
力
の
増
大
が
交
錯
す
る
な
か
で
'

一
九
七

〇
年
代
の
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
活
力
の
中
心
は
依
然
と
し
て
石

一り3

油
で
あ
る
｡

結

語

ス
ペ
イ
ン
領
植
民
地
時
代
以
来
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
を
支
配
し
た
も
の
は
完
全
な
単

一
商
品

へ
の
特
化
で
あ

っ
て
'
単

一
商
品
の
生

産
お
よ
び
輸
出
が
そ
の
経
済
を
支
え
て
き
た
.
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
'
す
な
わ
ち
コ
コ
ア
'

コ
ー
ヒ
ー
'

石
油
な
ど
の
生
産
部
門
は
海
外
に
お
け
る
こ
れ
ら
商
品
の
高
い
需
要
の
所
得
弾
力
性
に
よ

っ
て
急
速
に
成
長
し
た
｡
そ
こ
で
は
輸
出

EZiZ573

が
成
長
の
媒
介
者
と
な

っ
て
お
り
'
国
内
の
他
の
諸
部
門
の
成
長
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
｡

国
際
貿
易
は
国
内
市
場
の
狭
院
か
ら
成
長
を
限
定
さ
れ
て
い
る
国
に
発
展
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
輸
出
部

門
に
よ
り
高
い
技
術
と
資
本
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の
生
産
性
を
高
め
る
｡
輸
出
部
門

の
生
産
性

の
上
昇
に
伴
う
所

得
の
増
加
は
貯
蓄
を
可
能
に
L
t
貯
蓄
資
金
を
生
産
的
投
資
に
向
け
る
こ
と
に
よ
り
成
長
を
経
済
の
他
の
部
門
に
も
波
及
さ
せ
'
輸

出
主
導
型
の
発
展
を
も
た
ら
す
｡
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
お
い
て
'
特
に
石
油
が
そ
の
経
済
発
展
の
核
と
な

っ
た
時
代
の
経
済
成
長
は
'
最

も
典
型
的
な
輸
出
主
導
型
の
経
済
発
展
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
に
離
陸
の
先

行
条
件
が
創
出
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
社
会
資
本
を
整
備
し
'
農
業
な
い
し
商
業
か
ら
製
造
工
業

へ
の
移
行
を
有
利
に

ノヽ83

す
る
経
済
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
'

一
九
五

〇
年
代
に
離
陸
の
最
初
の
段
階
が
始
ま

っ
た
｡

'I
九
三
五
年
に
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
後
進
的
な
農
業
国
で
あ
り
t

l
人
当
り
国
民
所
得
は

一
五

〇
ド
ル
に
も
達
し
な
か

っ
た
.
農
業
の

生
産
性
は
低
-
'
工
業
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か

っ
た
｡
石
油
の
採
掘
が
始
ま
り
'
世
界
の
主
要
な
石
油
輸
出
国
と
な

っ
て
か
ら
そ

の
経
済
は
急
速
に
成
長
し
'
最
近
の
四

〇
年
間
に
年
平
均
七
%
の
実
質
成
長
を
記
録
し
て

l
九
七
四
年
の

1
人
当
り
国
民
所
得
は
二

一一240-
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〇
〇
〇
ド
ル
に
達
し
た
｡
な
か
ん
ず
く

一
九
七
二
年
か
ら
の
石
油
価
格
の
急
騰
に
よ
り
経
済
は
ブ
ー
ム
と
化
し
た
｡
石
油
生
産
量
は

減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
財
政
収
入
は
増
加
し
'

一
九
七
四
年
に
は

一
〇
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ

っ
た
｡
鉱
業
'
石
油
部
門
の
国
有
化

に
よ

っ
て
政
府
収
入
は
い
っ
そ
う
豊
か
に
な

っ
た
｡

巨
額
の
財
政
収
入
を
用
い
て
住
宅
'
運
輸
'
教
育
'

エ
ネ
ル
ギ
I
な
ど
サ
.-
ビ
ス
部
門
を
拡
充
し
'
農
業
'
工
業
の
生
産
資
本
の

形
成
を
促
進
し
た
｡
工
業
部
門
で
は
輸
入
関
税
を
設
け
'
輸
入
代
替
工
業
を
育
成
し
た
｡
石
油
産
業
が
国
内
総
生
産
に
占
め
る
地
位

は
低
下
し
た
が
'
工
業
'
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
成
長
は
石
油
産
業
を
源
泉
と
す
る
政
府
資
金
に
負
う
て
お
り
､
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
石

JrJt93

油
へ
の
依
存
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
.
-
1
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
I
と
し
て
の
石
油
産
業
の
地
位
は
製
造
工
業
の
発
展
に
よ
り
幾

分
低
下
は
し
て
い
る
が
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
根
幹
に
あ

っ
て
そ
の
成
長
を
可
能
に
し
て
お
り
'
石
油
は
今
も
な
お
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
の

経
済
成
長
に
決
定
的
な
力
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

政
府
の
社
会
政
策
は
労
働
者
の
就
業
の
機
会
を
拡
大
し
'
階
層
間
の
所
得
格
差
の
縮
小
を
は
か

っ
て
い
る
｡
比
較
的
少
数
の
も
の

が
依
然
と
し
て
多
額
の
所
得
を
得
て
い
る
が
'
中
産
階
級
'
下
層
階
級
の
所
得
水
準
は
次
第
に
向
上
し
た
｡
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
い
ま
だ
離
陸
を
達
成
し
た
と
は
い
え
な
い
｡
そ
の
経
済
成
長
が
規
則
的
t
か
つ
持
続
的
と
な
り
'
そ
れ
自
身
か
ら
発

す
る
に
は
至
ら
な
い
｡
石
油
産
業

へ
の
依
存
度
は
低
め
ら
れ
た
が
'
い
ま
だ
石
油
収
入
を
源
泉
と
す
る
財
政
投
資
に
よ
っ
て
経
済
の

)04

成
長
を
実
現
し
て
い
る
段
階
に
あ
る
｡

石
油
産
業
を
-
1
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
と
す
る
限
り
海
外
経
済
は
国
民
経
済
の
発
展
に
強

い
影
響
力
を
持
ち
続
け
る
の
で
あ

っ
て
'
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
に
重
大
な
弱
点
を
残
す
こ
と
に
な
る
｡

一
九
七
六
～
八

〇
年
に
わ
た
る
第
五
次
国
家
計
画
は
伝
統
的
輸
出
部
門
の
成
長
を
抑
え
'
工
業
化
を
促
進
し
'
天
然
資
源
の
国
内

Eid14

加
工
度
を
高
め
る
こ
と
を
重
要
な
ね
ら
い
と
し
て
い
る
｡

こ
の
た
め
国
内
総
生
産
に
占
め
る
工
業
の
比
率
を

一
九
七
五
年
の

一
九

･

一
%
か
ら

一
九
八

〇
年
に
は
二
四

･
四
%
に
引
き
上
げ
'
石
油
部
門
の
比
率
を

一
二

三
%
か
ら
七

･
二
%
に
引
き
下
げ
る
計
画
で
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あ
る
｡
こ
の
計
画
が
実
現
さ
れ
れ
ば
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
の
-
1
デ
ィ
ン
グ

･
セ
ク
タ
ー
は
石
油
部
門
か
ら
工
業
部
門
に
転
換
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
'
第

一
次
産
品
輸
出
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら
生
れ
る
経
済
の
不
安
定
性
は
徐
々
に
克
服
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
｡
そ
の
上
で
ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
経
済
は
離
陸
を
達
成
し
､
ラ
テ
ン
･
ア
メ
リ
カ
諸
国
中

一
人
当
り
所
得
が
最
も
高
い
と
い
う
事
実
に

よ
り
充
実
し
た
内
容
を
盛
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

Ⅲ
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